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観光が注目される農村の社会的変化
─フィリピン・イフガオ州キアンガン町ナガカダン村を事例にして─

Social Changes in a Rural Village that Has the Potential  
for Becoming a Tourist Destination:  

A Case of Nagakadan Village in Kiangan, Ifugao, Philippines

四本　幸夫＊

要　旨

　フィリピンのイフガオ州には４つの世界遺産の棚田がある。その内の１つ

はキアンガン町のナガカダン村にある。観光地化が進んだバナウェとは異な

り、この地域は観光開発を始めたばかりである。本稿ではこの地域の社会変

動の要因を７つ挙げて、その過程を分析する。７つの要因とは：１．教育、

２．宗教、３．政府のシステム、４．商業、５．農業の実践、６．人口移動、

７、観光、である。観光は最も新しい社会の変化をもたらすメカニズムであ

り、現在、町、農民、NGO が農民の生活向上を目指すコミュニティ・ベー

スド・ツーリズムを実践しながら地域の観光地化を目指している。具体的に

は、バナウェにおける無計画な観光発展による様々な弊害（景観破壊、農業

の地位の低下など）を反面教師として、景観の保全や農業を基にした伝統文

化の保持に繋がるエコツアーを催行している。しかし、このコミュニティ・

ベースド・ツーリズムにも４つの課題が明らかになっている。すなわち、第

一に NGO に依存してエコツアーが行われていて、主体者である農民が自立

できていない現状。第二に農民が提供するサービスの質の問題。第三にエコ
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ツアーの仕事に参加でき、お金を稼げる農民が限定されている問題。第四に

エコツアーからの収入が限定的で不安定であることである。これらの課題が

克服されない限り、ナガカダン村の観光による社会の変化はバナウェのよう

に様々な弊害を伴うものになる可能性がある。

Abstract

　Ifugao Province in the Philippines has four rice terraces that are 

designated as world heritage sites. One of them is located in Nagakadan 

village, Kiangan. In contrast to Banaue that has a well-developed tourism 

sector, this community has just started tourism development. In this article, 

I list seven factors that have led to social changes in this community and 

analyze the processes of those changes. The seven factors are as follows: 

（１） Education, （２） Religion, （３） Government systems, （４） Commerce, 

（５） Farming practices, （６） Migration, and （７） Tourism. Tourism is the 

most recent mechanism for social change. The municipality, farmers, and 

an NGO aim to develop the village as a tourist destination by promoting 

community-based tourism that aims to improve the lives of farmers. In 

particular, they conduct eco-tours that preserve the landscape and retain 

the traditional culture based on agriculture. This is a response to the 

various negative consequences of the unplanned development of the 

tourism sector that are observed in Banaue such as landscape destruction 

and the loss of the agricultural status. However, it is apparent that there 

exist four challenges even in community-based tourism. First, the 

implementation of eco-tours totally depends on the NGO that makes 

farmers dependent on tourism. Second, the quality of services provided by 

the farmers is low. Third, only a limited number of farmers can participate 

in eco-tours and earn money. Fourth, the earnings from eco-tours are 
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limited and unstable. If these challenges are not overcome, social changes 

as a result of tourism in Nagakadan village will be similar to the ones in 

Banaue that has experienced several negative consequences.

キーワード： 社会変動、世界遺産、棚田、エコツアー、コミュニティ・ベー

スド・ツーリズム、キアンガン町ナガカダン村、イフガオ州、

フィリピン

Key words： social change, World Heritage, rice terraces, eco-tour, 

community-based-tourism, Nagakadan Village in Kiangan, 
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１．はじめに

　フィリピンのイフガオ州（図１）にはユネスコの世界遺産に登録されてい

る棚田が４つある。これらはフィリピンを代表する観光魅力の１つとなって

おり、多くの国内・国際観光客が訪問する。観光客は、美しい棚田景観とそ

の景観を作り、守ってきたイフガオ族の伝統的な棚田文化に引かれてやって

くる。伝統を重んじ自給的農業と質素な生活を営んできた農民たちに、観光

の到来は様々な社会的変化をもたらしてきた。特に、イフガオ州で観光の中

心となっているバナウェ町は貨幣経済が浸透し、その社会構造を大きく変化

させてきており、もはや自給的農業と質素な生活を営んでいくのは難しい社

会となっている。また、労働に対する認識の変化や家の建築様式の変化など

により、棚田景観にも変化をもたらしてきた（四本 2010）。以上のように、

イフガオ州では観光は社会変動の大きな要因の１つと考えられる。

　これまで、社会学では社会変動論の分野においては現代社会の特徴、特に

その動的な変化を捉えようとしてきた。社会変動とは「社会構造と文化様式

の時間を経た重要な変化」であり（Harper 1993）、この変動は循環的変化で

はなく、趨勢的変化として考えられる（間々田 2000）。つまり社会を構成し
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ている物質的、観念的要素とその関連が大きく変化してしまうことで、それ

を理解しようとするのが社会変動論である。社会変動はトータルな社会を構

成している政治、経済、教育、宗教、文化など社会の多様な側面で起こって

いるが、社会変動論の分野ではそれぞれの部分の分析で満足するのではなく、

変動の全体を捉えようとする特徴を持っている。間々田（2000）によると、

社会変動論の分析角度としては社会の方向性を論じる「趨勢論」、社会がど

のような段階を経て変化するのかを明らかにする「段階論」、社会の変化が

なぜ起こるのかという「要因（メカニズム）論」、社会の変化を進行の様子

とその広がりに注目する「過程論」、社会変動実現の主体に関して分析する「社

会運動論」がある。ハーパー（1993）は社会変動論の分析レベルとしては、

図１　フィリピン及びイフガオ州
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小さくは小グループから組織、制度、社会（国家）と経て、大きくはグロー

バル社会までを紹介している。

　本稿では、世界遺産に登録されている棚田を持つが、まだバナウェのよう

に観光客が大量に押し寄せていないイフガオ州キアンガン町ナガカダン村に

注目し、その社会変動についてみていく。ナガカダン村は農民が急速な変化

を遂げて、もはや伝統に則った質素な生活とは言えなくなったバナウェの暮

しとは異なり、まだ、質素な生活を営んでいる部分を持っている。したがっ

て、分析角度としては社会変動の要因と過程を分析するのが最も適している

ケースといえよう。また、後で述べるが、この村で地域開発の一環としてエ

コツーリズムを推進している NGO と農業組合に関する記述は、社会運動の

側面から社会変動を理解することに繋がる。分析のレベルとしては、主に地

域社会（キアンガン町、ナガカダン村）と個人（農民）に焦点をあてる。

　この調査におけるデータは、2011年８月8日から８月15日までの８日間の

現地調査および文献（研究論文、政府刊行物）から成っている。現地調査で

は農民、イフガオ族のオーラル・ヒストリーの第一人者、キアンガン町の観

光局職員、NGO の代表など13人に正式なインタビューをおこなった。また、

町長、州の観光局職員、町の職員、農民、レストランのオーナー、雑貨屋の

オーナー、トライシクル（三輪タクシー）の運転手などとのインフォーマル

な会話も貴重なデータとなっている。

２．キアンガン町とナガカダン村の概要

（１）キアンガン町の概要

　キアンガンはイフガオ州南西部に位置する町である（図２）。町の面積は

20,419ha で、東を州都のあるラガウェ町とラムート町、西をチノック町、北

をフンドゥアン町、南をアシプロ町に囲まれていて、ラガウェとの境にはイ

ブラオ川が流れている。山がちな地形で海抜500m から1500m にある
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（Municipality of Kiangan 2009）。土地の傾斜を見てみると、町の面積の

54.6%が31度以上の傾斜を持っている。平坦な土地が少ないため田畑は階段

状の特徴のある風景をあらわす事になる。熱帯モンスーン気候で、１月から

４月まで乾季があり、５月から12月までが雨季である。

　2008年のキアンガンの人口は16,294人、3,245世帯である。15のバランガイ

（村）で構成されており、そのうち約半数が町の中心であるバランガイ・ポ

ブラシオンという都市部に住み、残りの半分が田舎に住んでいる。ここ40年

の人口動向を見ると、増加、減少、増加というパターンを示している（1970

年15,123人、1980年17,481人、1990年21,329人、2000年14,099人、2008年

16,294人）。州におけるキアンガン町の人口割合を見ると1970年から90年ま

では14から16%だったのが、1990年代半ばから９％前後で推移している。人

口で見ると州における町の存在力は低下している。

図２　イフガオ州の町
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　町における2008年の労働人口は4,380人で、その内の43%が女性であり、女

性の役割が大きい。職業別で見ると公務員、会社の社長やマネージャーなど

が157人、物理・数学・工学の専門家が328人、専門技術者が52人、事務員が

67人、サービス労働者やショップ店員が280人、農民が2,783人、交易関連が

132人、工場労働者が127人、未熟練労働者が336人、その他の労働者が116人

となっており、職業分野は多様である。農民が全労働者の64%を占めている

ことからも明らかなように、就業構造から見るとキアンガンは農業の町であ

ると言えよう。

（２）ナガカダン村の概要

　ナガカダン村はキアンガン町の15あるバランガイの１つで、町の中心のバ

ランガイ・ポブラシオンの西に位置し境界を接している。村は、州にある５

つの幹線道路の１つで、大半が舗装されているが未舗装の部分も残るポブラ

シオン－ナガカダン道路で繫がっており、ポブラシオンからトライシクルで

約15分の距離にある。村の面積は897ha で、その内、農地が376.27ha、森林

が102.40ha、草地が399.44ha、住宅などのある開発地が19.00ha、道路が

0.56ha である。

　ナガカダンの2009年の人口は813人、163世帯である。村には34の集落があ

り、少ないところは１世帯から多いところは21世帯の集落がある。ほとんど

の住民が農業に従事している。農業以外での就業は限られていて、小学校教

員と保育所の先生、もしくは村に４つあるサリサリストアの経営者になるぐ

らいである。2009年にはナガカダンの世帯の59.1%が貧困線以下１）の生活を

している。また、食料線以下２）の収入の世帯は3.9%で、食料不足を経験し

ている世帯はない。州の貧困線以下の世帯は2006年には30.9%であったが、

2000年では55.1%であった。州としては６年間で急速に貧困層の割合を減ら

す事ができたが、ナガカダンでは貧困層の割合が高止まりしている（Local 

Government of Kiangan 2009）。2002年の月別家族収入の内訳は、3,000ペソ
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以下が85家族、3,001ペソから6,000ペソが28家族、6,001ペソから7,800ペソが

10家族、7,801ペソから10,000ペソが５家族、10,001ペソから13,600ペソが５

家族、13,600ペソ以上が14家族となっており、低所得の家庭が多いが、収入

の多い家庭も約10%いる（Municipality of Kiangan 2002）。

　居住状態についてみると、当座しのぎの家に住んでいるのが２家族、スク

オッターに住んでいるのが１家族ある。また、安全な水へのアクセスができ

ない家庭が11世帯（７％）、トイレがない家庭が77世帯（47%）ある（Local 

Government of Kiangan 2009）。そして、2002年にはナガカダンの家庭の

61.25%しか電気を引いていない。これには、電気が届かない場所に住んでい

るか、電気が届いていても料金が払えないので引いていない場合とがある。

　教育に関しては2009年、小学校の就学適齢期の内、30.2%が未就学で、高

校の適齢期の内、52.3%が未就学である。未就学の理由は貧困もあるが、子

供が勉強嫌いだという要因も大きい。これらのデータから、ナガカダン村は

農村であるから、食料に関して困る事はないが、それ以外の部分での生活の

質に関してはまだまだ低いといえる。　

３．キアンガンのオーラル・ヒストリアンの考える社会的変化　

（１）マニュエル・デュラワン

　キアンガンには、マニュエル・デュラワン（Manuel Dulawan）というイ

フガオ族に関するオーラル・ヒストリアンの第一人者がいる。彼は76歳で、

小学校の体育の教員を長年務めていたが、祖父母、両親やイフガオ族の長老

の話を記憶にとどめていて、イフガオ族の調査をしたベイヤー（Henry 

Otley Beyer）、バートン（Roy Franklin Barton）、キーシング（Felix M. 

Keesing）など文化人類学者の文献などにも精通している。デュラワン氏は、

これまで文化芸術国家委員会（The National Commission of Culture and 

Arts）から“Ifugao Oral Literature”と“The Ifugao”の２冊の本を出版し
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て い る。 ま た、“Ifugao and the Ifugao” と“Ifugao：Socio-Cultural and 

Political History”の２冊を刊行予定である。未刊行のものには“Reading on 

Ifugao”や“An Ethnographic Mapping of the Ifugao Ethnolinguistic 

Subgroups”などがある（Cordillera Schools Group, Inc. 2003）。デュラワン

氏はイフガオ族の文化の紹介のため1970年代に２回、1990年代に１回、来日

したことがある。また、ヨーロッパを訪問した事もある。

　イフガオ族の歴史や伝統文化などは口承により、また様々な伝統儀式を経

験することにより人々の間に共有され継承されてきた。最近ではそれらが活

字になって残されようとしているが、デュラワン氏はイフガオ族に継承され

てきたこれらの知識を最も明快に、そして詳細に口承でき、また活字にでき

るオーラル・ヒストリアンである。

　デュラワン氏によると、ナガカダンの人々が経験してきた大きな社会的変

化は５つあるという。それらは、①教育、②宗教、③政府のシステム、④商

業、⑤農業の実践、である。

　ここではデュラワン氏の語りをもとにして文献、観察、農民へのインタビ

ューからのデータを加えて５つの社会的変化を詳述する。

（２）教育による社会的変化

　かつて教育はフォーマルではなかった。すべての知識や知恵は年長の人か

ら、また、コミュニティの活動に参加する中で身に着けていった。イフガオ

族には文字がなかったので、民話や歌などを通して学んでいった。しかし、

アメリカのフィリピン統治はフィリピンにおいてフォーマルな教育システム

を構築していった。これはアメリカ社会への同化政策であり、教育用語はす

べて英語となった（永野 2001）。イフガオでは教育の場で現地の言葉（イフ

ガオ語など）を使うことは禁止された。英語ができる事が重んじられ、英語

の運用能力が社会的地位の向上と関係するようになった。英語ができること

は役人、教員などの専門職につく必要条件であった。このようにして、教育
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の普及と共にイフガオ語の地位は低下していった。

　フォーマルな教育制度のおかげで、2007年には識字率はイフガオ州では

88%、キアンガン町では92.66%になった。州のレベルでは41.47%の人が小学

校３）を卒業し、25.81%の人がハイスクールを卒業、そして、8.9%の人が大学、

大学院を卒業する。ナガカダン村には１つの小学校（ナガカダン小学校）と

もう一つ、低学年だけの小学校がある。2010年、ナガカダン小学校には108

人の児童が通う。６クラスあり、７人の教員が配置されている。このように、

教育は人々に普及していったが、フォーマル教育の普及は伝統的な知識が失

われていくことに繋がっている。フォーマル教育では西洋的教育、科学の重

要性が強調され、伝統的文化や知識は軽視されてきた。

　しかし、世界遺産の棚田が2001年に危機遺産リストに掲載されると、棚田

を守るには伝統が重要であるという事が明らかになってきた。世界遺産の棚

田はこれまでイフガオ族の伝統的な文化により維持されてきたので、イフガ

オ族の伝統文化を守り、継承していくことが棚田を守ることに繋がるとして、

伝統文化の保持と継承の取り組みが最近おこなわれている。たとえば後述す

るシットモ（SITMo, The Save the Ifugao Terraces Movement）という地

元の NGO 団体は、日本ユネスコ協会連盟の援助のもと、世界遺産を守る活

動として、2006年から『イフガオの棚田文化継承プロジェクト』を開始して

いる。これは、３つのフェーズからなり、フェーズ１では、伝統的な知識を

持っている人々を発見する。フェーズ２では発見された伝統的知識保持者を

講師として、伝統的知識継承のためのクラスを実施する。更に、フェーズ３

ではフォーマルな教育の場で伝統的知識を継承していこうという取り組みが

なされている。具体的には伝統的知識に則った小学校向けの理科教材と大学

の教員養成課程向けの教材を開発し、試験的に授業をおこなっている（日本

ユネスコ協会連盟 年不詳）。このように、教育においてはフォーマルなシス

テムが伝統的知識の保持と継承にマイナスの影響を与えてきたが、最近それ

が見直されつつある。
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（３）宗教による社会的変化

　イフガオ族の伝統的な宗教は、スペイン人の植民地支配によりキリスト教

に取って代わられた。18世紀を通じてキリスト教の布教は軍事的な探検と歩

調を合わせて進んでいった（野間 2008）。土着の宗教は悪魔の宗教で、この

宗教を続けていくと地獄に行く、燃え盛る地獄に行くのだとさかんに説教さ

れた。人々は恐怖心からキリスト教に改宗した。改宗により人々はクリスチ

ャンとなったが、その信仰は変容した信仰と儀式となり（Angiwan 1984）、

キリスト教と土着の精霊崇拝が混じった形になっている。

　伝統的なイフガオ族の宗教は多神教で、自然崇拝と先祖崇拝が混じったも

のである。ムンバキと呼ばれる土着の聖職者によりバキと言われる儀式体系

が維持され、儀式が執り行われてきた。儀式は家族の利益の為、悪を避ける

ため、そして人々を特定の儀式に導く為に執り行われてきた（Cordillera 

Schools Group, Inc. 2003）。ムンバキはイフガオ族の伝統的知識保持者であ

る。現在ではキアンガン町の人口の74%がカトリック教徒、10%がプロテス

タントのペンテコステ派、８％がプロテスタントの福音派であり、正確な統

計はないが、人々の話を聞くと土着の宗教だけを信仰している人は非常に少

ないと考えられる。ムンバキの儀式は伝統的なライフサイクルや棚田文化と

密接な関係があるため、キリスト教への改宗は伝統の保持という観点から言

えば否定的な影響を与えてきたと言える。

（４）政府のシステムによる社会的変化

　アメリカは当初、フィリピンを軍事力を用いて統治しようとした。しかし、

アメリカは民政を敷き、友愛的同化政策（イレート他 2004）を推進してい

った。統治者は最初、アメリカ人であったが次第にフィリピン人に代わって

いった。イフガオの人々もアメリカの統治に協力的になり、中央政府を受入

れ、そのアメリカが導入した統治機構を学んでいった。

　イフガオ族はスペイン人が来るまではフォーマルな統治システムは持って
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いなかった（Barton 1919）。首長を持つ統治機構はなく、地域社会はその内

部に構成された規範、その規範を遵守させる為の制裁により秩序が保たれて

いた。紛争解決では、年長で賢明であり、多くの場合カダンギュアン（富裕

層）（kadangyan）に属する仲介者が活躍した。人々は仲介者に相談し、仲

介者は助言をし、人々はそれに従った。このような伝統的なコミュニティの

統治システムがスペイン、アメリカの影響で近代的な統治システムにとって

変わられた。現在、地域を引っぱっているのは町（ローカル・ガバメント）

であり、町長を初めとする町の職員や、国の出先機関の職員たちである。ま

た、これらの人々が地域のエリートであると認識されている。ナガカダン村

を初めとする村々のリーダーは、選挙によって選ばれたバランガイ・キャプ

テンや評議員メンバーであり、村のリーダーは頻繁に町の庁舎に詣でる。英

語ができ、フォーマルな教育を受け、キリスト教徒で、選挙で選ばれたり、

専門的な知識を持ち公務員として採用されたりした人々がリーダーとなって

いる。こうして西洋からもたらされた統治システムは伝統的なリーダーの地

位を低下させてきたのである。

（５）商業による社会的変化

　商業が発達する前、イフガオの村々ではコミュニティ内部で物々交換がな

されてきた。たとえばタバコ１束は５束の米と交換された。村ではサトウキ

ビも栽培していたが、サトウキビは搾って、煮て、固形にする。この固形の

サトウキビをココナッツの殻に入れたものは米10束と交換された。スペイン

統治時代になり、イフガオの人々はヌエバ・ビスカーヤやイサベーラの低地

の人々との交易を始めた。この低地との交易で珍重されたのが、高地ではな

かなか生産できない塩と、綿が取れないので作るのが難しい衣服であった。

この交易により低地の人々との交流ができ、イロカノ語を学ぶ人々も出てき

た。イフガオ州の外との交易をする上では、イフガオ族よりも交易を発達さ

せてきたイロカノ族が使うイロカノ語が話せる事は有利であった。
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　商業の発達は、物々交換によって成り立っていたコミュニティに貨幣経済

を浸透させていった。これは、農民に現金収入がないと暮らしていけない状

況を作り出した。現在、キアンガン町の米に関しては自給自足４）であるが、

それ以外の必需品は現金により購入しなくてはいけない。そこで農民は現金

収入を求めて、農業賃金労働者になったり、灌漑建設５）、道路工事などの土

木作業に従事したりするようになった。なかでも土木作業は現金収入を得る

重要な手段である。最近、キアンガン町では建物の建設や道路工事が増加し

ており、人手が足りない事もある６）。農作業で現金を得る為にはキリノ州な

どの近隣の州まで出かける。バナウェと比較して観光開発が進んでいないナ

ガカダンでは、バナウェで現金収入の重要な手段となっている木彫りのおみ

やげ作りはなされていない。したがって、農民の多くはバナウェのように観

光が発展するとよいと考えている。

　ナガカダンの農民は毎週土曜日になるとポブラシオンで開かれる市場に農

作物を売りに行き、必要な物を買って帰る。土曜日の午前中、ナガカダン村

に残っているのは老人と子供だけという状況になる。午後になると人々は市

場で買った大きな荷物をかかえて急な農道を通って家路に着く。それは、缶

詰などの食料、トタン、木材などの建築資材、灯油、電化製品などである。

（６）農業の実践による社会的変化

　ナガカダンでは伝統的に何世代にもわたり土地に適した米の品種の選択が

おこなわれてきた。また、栽培には有機肥料が使われてきた。有機肥料はピ

ンコルという実践により作られる（写真１）。ピンコルとは、土と藁、水草、

シダなど棚田で腐っていく植物を集め山のように盛土したものであり、米を

収穫した後、２ヶ月間放置しておく（UNESCO Bangkok 2008）。ピンコル

にはサツマイモ、野菜、豆などを植える。これらを収穫したあと、ピンコル

を崩して棚田に広げる。ピンコルは２ヶ月経つと肥料になっており、肥料に

なる間に野菜等が収穫できるという伝統的な農業実践である。この他、農業
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実践には棚田の壁作り、盛土、米の種類の選択、雑草採りなどの先祖からの

伝統があり、この伝統をもとに棚田が何世紀もの間維持されてきた。

　しかし、ナガカダンの農業実践は新しい品種と農業機械の導入により変化

してきた。ピンコルをはじめとする伝統的な農業実践が、新しい品種の紹介

により実践されなくなった。すなわち、1960年代にフィリピン農業省がミラ

クルライスという低地米を導入した。1980年代になると低地米はイフガオ州

の各地で土着米に取って代わるようになった（Crisologo-Mendoza and 

Prill-Brett 2009）。低地米は土着米に比べて、多い収穫量が得られ、台風に

強いという利点があった。土着米が年に１回しか収穫できないのに対して、

低地米は２回収穫できる。しかし、二期作では農閑期がなくなり、２ヶ月を

要するピンコルの実践ができなくなった。さらに、現在多く栽培されている

低地米の C54という品種は農薬と化学肥料を必要とする。これらの使用によ

り棚田には魚がいなくなり、鳥も生き残ったのは２種類だけとなった。低地

米の栽培は生物多様性喪失のほかに、農民の時間をも変化させていった。土

着米の場合は一期作で、労働時間も少なく家族との時間が取れたが、二期作

写真１　ピンコル
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の低地米は２倍以上の労働時間が必要となったため、家族との共有時間が少

なくなった。米の新しい品種以外にも、農業省は黄金タニシなどをもたらし

た。黄金タニシは農民の食用として、つまりタンパク質の補給をするために

もたらされた。しかし、黄金タニシは繁殖力があり、米の若芽を食べる厄介

な生物であった。米の若芽を食べない小さな土着のタニシは農薬などの影響

もあって姿を消すに至った。

　農業機械の導入も農民の生活に変化をもたらそうとしている（写真２）。

ナガカダン村の水田は棚田のため役牛を入れることもなく、人力で耕作され

てきたが、徐々にではあるが農業機械の導入が進められている。2009年当時、

キアンガン町全体でハンドトラクターが２台、マイクロ耕運機が２台、動力

噴霧機が２台、灌漑ポンプセットが５台、シュッレッダーが１台しか保有さ

れていなかったが（Province of Ifugao 2010）、今回の調査では、ナガカダン

村の中のわずかな範囲で２台のハンドトラクターと動力脱穀機が観察された

ことから、2009年より農業機械の普及は進んでいると考えられる。農業機械

の導入は農民の厳しい労働を軽減させるため、農民は歓迎し、政府も農業の

写真２　ナガカダン村で使われている農業機械
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機械化を推進している。しかし、これはこれまで手でおこなわれてきた伝統

的な農作業が変化することであり意識的に保存をしない限り農耕儀礼の変化

をもたらす可能性がある。

４．人口移動にともなう社会的変化

　前章では、イフガオ族のオーラル・ヒストリーの第一人者が考えるナガカ

ダン村における社会的変化を長期的な視点も含めて概観したが、この５つの

変化に加えて、本稿では農民が経験する２つの社会的変化について見ること

にする。本章では人口移動による社会的変化、次章では観光による社会的変

化を見ていく。

（１）人口の国内移動にともなう社会的変化

　イフガオ州は2000年まで全国で81ある州の中で４番目に貧しく、州の家族

の半分以上（55.7%）が貧困層とみなされたが、2003年以降急速に改善され、

2006年には30.9%まで貧困率は低下した。しかし、フィリピン全体の貧困率

である26.9%よりも高い。農業が主体の産業構造、貧困という状況が、これ

まで州からの人口流出を生んできた。1985年から1990年の５年間に4,161人

が州外に流出したが、コルディリエーラ行政地域の中心都市であるバギオが

位置するベンゲット州に851人、マニラ首都圏に142人、カガヤンバレー地域

にあるイサベーラ州に820人、ヌエバ・ビスカーヤ州に1,181人、キリノ州に

657人となっている。ベンゲット州とマニラ首都圏への流出は田舎から都市

への人口移動であり、都市部での農業以外の就業機会を求めての流出と考え

られる。しかし、カガヤンバレー地域の３つの州への人口流出はよりよい農

業を求めての人口流出である。カガヤンバレーはコルディリエーラ山脈とシ

エラマドレ山脈に挟まれた地域で農業が盛んである。イサベーラ州は灌漑さ

れた土地で機械化が進み、米ととうもろこしの栽培が行われている一大農業
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州であり、キリノ州、ヌエバ・ビスカーヤ州も同様に米ととうもろこしが栽

培されている。イフガオ州の棚田と違い、広い土地で栽培できるので、生産

性が高い。2010年、米の生産価値を価格で表して、フィリピンを16に分けた

地域別でその割合を比較すると、コリディリエーラ行政地域は2.47%で、カ

ガヤンバレー地域はセントラル・ルソン地域の19.40%に次ぐ10.98%の生産を

誇っている（Bureau of Agricultural Statistics, Republic of the Philippines 

2011）。

　ナガカダン村の多くの農民がキリノ州やイサベーラ州により多くの農業収

入を求めて移り住んでいった。典型的な移動のプロセスとしては、まず、男

性が先にキリノ州などへ行き、働いて貯金する。ある程度将来の目処が立っ

てから、家族を呼び寄せるという。貯めたお金は農地の購入に当て、将来的

には自作農になるのが目標である。ナガカダンを含むイフガオ州では農地が

限られており、農地は非常に高く、低地の５倍の値段である（熊野 2007）。

また、ナガカダンの農地は棚田なので重労働である。さらに、長子相続が基

本であるため、農地を相続しなかった兄弟姉妹が農業を続けようとすれば小

作人か低賃金の農業労働者として働くしかない。これらが押し出し要因とな

り、キリノ州などの平坦で広く生産性が高い農地の魅力が引っ張り要因とな

って、ナガカダンの農民は村外流出してきたのである。

　ナガカダンに農地を持っている多くの農民は農業労働者としてキリノ州に

出稼ぎに行くことも多い。土着米の栽培の場合、一期作であり田植えや収穫

を終えた後は時間ができる。かつては男性もその空いた時間は子供の世話を

したりしていたが、今は現金収入を求めて二期作で低地米を栽培しているキ

リノ州に行くのである。キアンガン町に住んでいる地元有力者の中にはキリ

ノ州に農地を購入している人たちもいる。この人たちは小作人や農業賃金労

働者を雇って農業をおこなっている。また、多くのキアンガン町周辺の農民

がキリノ州に移っているので、ナガカダンとキリノ州の労働ネットワークが

構築されており、キリノ州に働きに行くのはそれほど大きな決断を要するも
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のではない。

（２）人口の国際移動にともなう社会的変化

　フィリピンは、海外への出稼ぎ労働者送り出し国としてよく知られている

が、ナガカダン村でも海外出稼ぎ労働がみられ、そのことが同村住民の生活

の質に大きな影響を与えている。海外に住んでいるフィリピン人は永住、一

時的、不法滞在を含めて、2009年859万人おり、フィリピンへの送金は173億

米ドルにのぼる（Philippine Overseas Employment Administration 2010）。

フィリピンでは海外にいる家族からの送金により新しく家を建てたり、テレ

ビや DVD プレーヤーを買ったりする家庭もある。しかし、海外からの送金

は家の建築や電化製品の購入だけではなく、ビジネスを始める資金にもなる。

マッケイ（2003）はキアンガンの南にあるアシプロ町にあるハリアップ村と

パヌブタン村における調査で女性の海外出稼ぎ労働者の送金が夫などの家族

により投資され村の風景が変貌していくことを述べている。送金により夫が

服の仕立屋、木彫り職人、タイヤ修理屋などの商売を始めたり、サリサリス

トア、トライシクルやジプニーの経営者を目指したりする。また、農業では

商品作物に投資する。商業野菜は観光客や都市部のエリート層に需要があり、

コリディリエーラ地域では生産する農家が増えている（Lewis 1992）。海外

出稼ぎ労働者からの送金はアシプロでは緑豆の栽培に投資され、農地の風景

が変化していった（McKay 2003）。ナガカダン村でも海外出稼ぎ労働者の

送金はビジネス立ち上げの資金になっている。村の63歳の女性農民には73歳

の夫と５人の子供がいる。小作農として暮らしてきたが、現在２人の娘が海

外に居住し、送金してくれている。34歳の娘は家政婦としてロシアに住み、

27歳の娘は香港で家政婦をしている。娘からの送金により、小作農という出

自であるがナガカダン村にある４つのサリサリストアの内の１つを経営する

ことができるようになった。村人にとって海外出稼ぎ労働者が家族に１人で

もいることは、小作人からの脱出、ビジネスの立ち上げ、電化製品の購入な
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ど生活の向上に向けてのチャンスが広がることを意味している。

５．観光による社会的変化

（１）最近のイフガオ州の観光動向

　イフガオ州への観光客は、2003年には32,993人の国内観光客、7,312人の国

際観光客と合わせて40,305人に過ぎなかったが、2009年には52,855人の国内

観光客、48,442人の国際観光客を受け入れ、合計で101,297人に増加している。

その経済効果は著しく、2009年、観光客が来たことにより22,020人分の雇用

が創出され、金額に換算すると633,106,250ペソ（１ペソ＝約２円）の経済的

効果になる。2003年の国内観光客と国際観光客の比率はおよそ８対２であっ

たが、2009年にはその割合は大体５対５となっている。

　観光客の増加にともなって宿泊施設の数もイフガオ州では増加している

（表１）。2006年に宿泊施設のある町はバナウェ、キアンガン、マヨヤオ、フ

ンドゥアン、ラムート、ラガウェ、チノック、アルフォンソ・リスタであっ

た。2010年にはアギナルドに１軒ロッジができており、州の11町のうち９町

に宿泊施設が存在するまでになった。2006年、州には49の宿泊施設があった

が、2010年には59施設に増加している（Province of Ifugao 2010）。宿泊施設

の多くがバナウェに集中しているが（2006年には24軒）、2006から2010年に

かけてバナウェの宿泊施設の数に変化はなかったので、州全体に占める比率

は低下した。また、ホームスティが2006年に８軒あったが、2010年には６軒

に減少している（Province of Ifugao 2006；2010）。

　観光客の増加はイフガオ州の町や村に均一に影響を与えているのではな

く、バナウェに集中している。2006年の町別の観光客の受入状況を見ると、

バナウェが85%、フンドゥアンが７％、キアンガンが６％７）、ラガウェが１％、

マヨヤオが１％となっている（UNESCO Bangkok 2008）。しかし、2006年

以降の宿泊施設の地域的な広がりを見ると、バナウェ以外の町への入込客数
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の増加が期待される。

（２）キアンガンの観光

　キアンガンの観光資源には３つのタイプがある。自然観光資源、歴史的観

光資源、文化的観光資源の３つである。自然観光資源にはカプガン山（写真

３）、パンガガワン山の洞窟、バグニット滝などがある。これらの資源は主

に冒険観光やトレッキングを目的とする観光客に向いている。歴史的観光資

源は第二次世界大戦時の日本との戦争に関するもので、フィリピン駐留の日

本陸軍第14方面軍司令官山下奉文大将が連合軍に降伏した際の木造の建物

（写真４）、日本軍と戦い勝利を勝ち取る途上で亡くなったフィリピンとアメ

リカ軍の兵士をしのんで建てられたキアンガン戦争記念塔などがある。これ

らの観光資源にはこれまで日本から戦没者遺族が訪れていたが、戦後66年が

経ち遺族も高齢化しているため、その数が減っている。文化的観光資源には

イフガオ族の伝統的な道具などを集めたイフガオ博物館、ユネスコの世界遺

表１　イフガオ州の宿泊施設数（2006年・2010年）

町／年 2006年 2010年

バナウェ
　　　ホテル１
イン・ロッジ22
　ペンション１

　　　ホテル１
イン・ロッジ23

キアンガン イン・ロッジ４
ホームスティ４

イン・ロッジ５
ホームスティ４

マヨヤオ イン・ロッジ４
ホームスティ３

イン・ロッジ５
ホームスティ１

フンドゥアン イン・ロッジ１
ホームスティ１

イン・ロッジ３
ホームスティ１

ラムート イン・ロッジ２ イン・ロッジ４

ラガウェ イン・ロッジ４ イン・ロッジ７

チノック イン・ロッジ１ イン・ロッジ３

アルフォンソ・リスタ イン・ロッジ１ イン・ロッジ１

アギナルド イン・ロッジ１
合　計 49 59

　　　　  （出典）Province of Ifugao. 2006、2010より．
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写真３　カプガン山（自然観光資源）

写真４　山下奉文大将降伏の地資料館（歴史的観光資源）
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産に登録されているナガカダン棚田（写真５）、バエ棚田などがある。この

ようなイフガオ族の文化と景観に魅力を感じてやってくる観光客は、州政府

や町が想定する最も一般的な観光客である。

　キアンガン町はバナウェのように交通が発達していない。マニラからの長

距離バスはバナウェまでは直通が通っているが、キアンガンに行くにはラガ

ウェで降りてトライシクルで約20分ガタガタ道を走らないといけない。キア

ンガン行きのトライシクルを探すのも容易ではなく、誰かに尋ねないとわか

らない。また、棚田の景観を楽しんで満足する観光客は、バナウェの棚田を

見ることで十分その目的を果たすことができる。同じような棚田をわざわざ

時間をかけて見に来ることは少ないであろう。したがって、ナガカダンはバ

ックパッカーや随行員のいる団体などで、農業体験やトレッキングに興味の

ある観光客層に限られる。

　町として観光に力を入れるようになったのはここ５～6年ぐらいのことで

ある。しかし、観光振興は始まったばかりで、観光統計もとられていない。

したがって、実際に何人の観光客が来ているか把握できていない。筆者が

写真５　ナガカダン村の棚田
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2011年８月の８日間キアンガンに滞在していた間、１人の観光客も見かけな

かった。町の観光担当職員によると現在、15人ぐらいの団体が月に２～3団

体ぐらいやってくる。来ない月もあるので、団体観光客は年間300～500人ぐ

らいであろうという。

（３）シットモの活動

　キアンガンが町として観光に力を入れ始めた背景には、NGO 団体のシッ

ト モ の 活 動 が あ る。 シ ッ ト モ は Save The Ifugao Terraces Movement 

（SITMo）、すなわち、「イフガオ族の棚田を救う運動」団体のことである。

2000年にフィリピンで最も古い NGO であるフィリピン農村再建運動

（Philippine Rural Reconstruction Movement）により着手された農村地域開

発プログラム（The Rural District Development Program）からの援助によ

り創設された。シットモは先住民の伝統遺産の保護を目指しており、主にイ

フガオ族の棚田の維持に力を入れている。ナガカダンには約241ha の棚田が

あり、97箇所、14.5ha が破壊されている（Calderon, et.al. 2008）。一般的に

棚田には地域の歴史、文化、伝統が蓄積されており、一度破壊されるとその

回復は困難であると考えられている（吉川 2006）。シットモは2002年にフィ

リピン証券取引委員会（Security and Exchange Commission）に登録され

ている。メンバーは５つの団体（農民グループ、サスティナブル・エナジー

グループなど）とほとんどがフィリピン人の個人メンバー（約100名）から

構成されている。これまで、シットモは貧しい農民にも電気が届くように水

を 利 用 し た 小 型 の 発 電 機 を 集 落 に も た ら し た り、IK（Indigenous 

Knowledge）プログラム（日本ユネスコ協会連盟の援助による）という長老

などが持っている伝統的な知識を若い世代に伝える活動を行ったりしてき

た。前町長とはあまり折り合いが良くなかったが、現町長とは良い関係が築

けており、役場の隣の食堂で町の観光担当職員とキアンガンの観光開発につ

いて議論を重ねており８）、町とシットモには協調関係が構築されている。
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　シットモの活動において、棚田の維持に関する取り組みで重要なプロジェ

クトはエコツアーである。これは、シットモが２つの村の棚田で農民が農業

周期を守ることを要求する特別な条例を作ることを推し進めたことと関連す

る。というのは低地米の伝播は農業周期を狂わしてきたからである（Acabado  

2010）。この条例は収穫祭の復活をもたらし、少数ながらフィリピン人観光

客を呼び込む契機となった（Guimbatan and Baguilat Jr. 2006）。このよう

な観光気運萌芽の中で、2005年から始まったエコツアーはこれまで観光が棚

田を維持してきた農民に何の利益ももたらさなかったことから、農民を受益

対象として開発されたツアーである。このツアーは伝統的な農業周期である

田植え、収穫、その他の農作業に合わせて計画されたツアーで、観光客は土

着米の周期に合わせて農作業が体験でき、儀式にも参加することができる。

ここでいう、農業周期（米の周期）とは、土着米の栽培の周期である一期作

のことであり、イフガオ州の農家に広がっている低地米の二期作の周期では

ない。第４節でも述べたが、低地米の栽培には様々な問題が起こっており、

伝統に則った栽培方法の方が棚田の維持には向いていることがわかってきて

いる。また、イフガオ族にとって米とそれを生産する手段はイフガオ社会の

中で中心的な位置を占めてきた（Brosius 1988）。それゆえに、イフガオ族

の文化は米の栽培と深く関係して、土着米の栽培の維持が文化の維持と観光

資源としての棚田の保持にもつながる。

　ところで、シットモの2008年のボトク・アド・キアンガンというナガカダ

ン村を中心としたツアーはどのような内容からなっているのか以下に紹介し

てみる。ボトクとは収穫期のことであり、７月、８月の収穫期に合わせてツ

アーが実施される。２泊3日のツアーの費用は１人4,100ペソである。この費

用には州内の交通費、食事、２日間の宿泊費、ツアーガイド料、文化夜祭り

参加、環境維持費、入場料等が含まれる。旅程は以下のようになっている（表

２）。

　このツアーの中心はナガカダン村ベイニナン集落における土着米の収穫体
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表２　ナガカダン村におけるツアー（ボトク・アド・キアンガン）の内容

１日目
午前７時－８時 バナウェ町到着

午前８時－９時半

バナウェ民族村およびパインフォーレスト・リゾート
チェックイン

朝食
休憩

午前９時半－10時 旅の説明

午前10時－12時 フンドゥアン町ハパオへ移動
ハパオ棚田見学

午後12時－１時 昼食
午後１時－３時 バナウェ町へ移動
午後３時－５時 バナウェ・ビューポイント訪問（バナウェの棚田見学）
午後５時－７時 休憩
午後７時－８時 夕食バナウェ民族村およびパインフォーレスト・リゾート泊

２日目
午前７時－８時 朝食

午前８時－10時
キアンガン町中心部へ移動

シットモの寮もしくはホームスティ先
チェックイン

午前10時－11時 徒歩でナガカダン村のベイニナン集落へ移動
午前11時－12時 休憩
午後12時－１時 昼食
午後１時－４時 ボトク（収穫）の体験
午後４時－５時 キアンガン町中心部に戻る
午後５時－７時 休憩
午後７時－８時 夕食
午後８時－10時 文化夜祭キアンガン泊

３日目
午前７時－８時 朝食

午前８時－10時

キアンガン町のツアー
山下奉文大将降伏の地
キアンガン戦争記念塔

イフガオ博物館
午前10時－11時 ジューロンガン村アワ集落へ移動（棚田がある）
午前11時－12時 バグニット滝へハイキング
午後12時－２時 バグニット滝でのピクニック
午後２時－３時 アワ集落へ戻る
午後３時－４時 キアンガンへ戻る
午後４時－６時 休憩

午後６時 マニラへ出発
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験と、この収穫に関する儀式（踊りや歌）などを鑑賞する文化夜祭である。

このツアーを通して、シットモは農民に収入をもたらし、伝統文化と棚田の

維持を目指している。しかし、キアンガン町だけでは観光客を満足させるの

は難しいと考え、バナウェ町とフンドゥアン町も旅程に組み込んでいる。シ

ットモのツアーでは、伝統文化の保持とオーセンティシティ（須藤・遠藤   

2005）という観点から農業周期に合った儀式が重視されている。基本的には

観光客が来るのに合わせて、農業周期から外れた儀式を披露する事は避けら

れる。これによって、儀式のオーセンティシティはかろうじて維持されるが、

結果として、観光客の人数が限られることにもなっている。

（４）キアンガンの農民と観光

　筆者がかつて調査を行ったバナウェでは、観光の発展がその観光資源を維

持してきた農民に農業を通して直接的な利益をもたらすことはなかった（四

本 2010）。むしろバナウェの農民は農業を副業化して、木彫りの民芸品など

のお土産作りやホテルの清掃業務という観光関連の仕事に就くことにより利

益がもたらされている。このような状況に対してバナウェの農民は組合を結

成して、アメリカのフェアトレード NGO の協力の元、観光からもたらされ

るイフガオのブランド力を利用して土着米の販売から利益を得るプロジェク

トを実行してきた。この取り組みにより耕作放棄された棚田に農民が戻って

来ているという報告がなされている（Domoguen 2007）。

　キアンガン町のナガカダン村でも、これまで観光化の進展と農民たちの利

益獲得とが繋がっていなかった。しかし、シットモの援助により観光を利用

して農民が利益を得ることができるような取り組みが進んでいる。ここでも

フェアトレードは重要な概念で、シットモと連携している韓国のフェアトレ

ード・ツーリズム団体を通して、韓国人の団体観光客がやってくるようにな

った。

　シットモと連携してエコツアープログラムに参画する農民はベイニナン農
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業組合（Bayninan Farmers Association）のメンバーでもある。ベイニナン

はナガカダン村にある集落の１つである。ベイニナン農業組合はシットモの

援助の下、2004年に農民自身により組織された。同年、フィリピン労働雇用

省（Department of Labor & Employment）に、また、2009年にフィリピン

証券取引委員会に登録されている。組合結成は農民の生活の向上にとって不

可欠の要素である。町やシットモが援助したくても、登録された組織でない

と NGO も行政も援助ができない。「組織がない所、援助なし」である。

　現在、会員数は65名で、ベイニナンの農民のほか、ナガカダンで育ち、教

員などの専門職につき、定年を迎えた人も少数だが会員として存在する。組

合の目的は組合員の農業を助けて生活を良くすることである。生活改善のた

めにはより多くの収入を得ることと、農業の方法を向上させることが重要と

される。これらの目的を達成するのにエコツアーは重要な役割を担う。2005

年から組合のメンバーは観光に参加するようになった。まず収入の面では、

エコツアーがあるとシットモから組合に対して、トレッキング・ガイドと踊

りの要請があり、組合に一括で賃金が支払われる。踊りの披露では、団体客

に対して農業周期にかかわる伝統的な踊りなどが上演される。この踊りは組

合が2011年から提供するようになった。これは組合長が提案して始められた

もので、政府の方針で町が勧めるイフガオ文化推進プログラムの一環として

踊りが上演されているあるツアーでは15人の農民が踊りに参加し、１人当た

り250ペソの収入を得た。

　また、シットモのエコツアーにはナガカダンでのトレッキング・ツアーが

組まれる場合があるが、その時は、町の職員や農民がガイドをする。大体観

光客５人に対して１人のガイドをつけるようにしている。団体客が高齢者や

小学生の場合にはガイドの数が増える。たとえば韓国から９歳から12歳まで

の団体客が来たときには、トレッキングで急な斜面を歩くので、安全のため

に１人に１人のガイドがついて、手を繋いで歩いたこともある。ガイドをす

れば農民は500ペソ稼ぐことができる。しかし、町の職員に対しては1,000ペ
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ソ支払われる。ガイドの質を向上させるために、シットモと連携して町が主

催するツアーガイド育成ワークショップが何回か行われ、このワークショッ

プでは観光倫理とマナー（服装や笑顔の重要性）が教えられている。

　農法の向上に関してはベイニナン農業組合が土着米の栽培を奨励してい

る。デュラワンの指摘にもあるように、近代農業の導入は多くの弊害を生み、

棚田の荒廃に繋がってきた。従って伝統を保持することができ、環境にもや

さしい土着米の栽培とそれを奨励するエコツアー・プログラムへの参加は組

合の目的に合致する。

（５）ナガカダンのエコツアーの課題

　ナガカダン村で現在行われているエコツアーにはいくつかの課題がある。

一つ目にシットモに依存してエコツアーが行われている現状があげられる。

集客、旅程作成、宿泊と交通の手配などすべてがシットモにより行われてい

る。いずれは農民自身でエコツアーを催行することが目標にされているが、

農民にはそれを行う設備やノウハウがない。この NGO から農民への事業の

継承は懸念されている課題であるが、まだ手がつけられていない状況である。

　二つ目に、このシットモへの依存体質と関連する事だが、農民が提供する

サービスの質の問題がある。たとえば、農民自身が観光客に食事を提供した

いという希望があるが、キアンガン町の食堂で提供される食事９）と比べて

もさらに貧しいものとなる。また、農民自身でホームスティ・サービスをお

こないたいという希望もある。しかし、水道や観光客が使えるようなレベル

のトイレがないなどの問題があり、具体的なことは何も進んでいない。まず

は資金集めから始めようという段階である。

　三つ目にエコツアー・プログラムの仕事に参加でき、お金を稼げる農民が

限定されていることである。2009年、ナガカダン村の人口813人のうち261人

が同村の雇用人口であるが、ベイニナン農業組合の会員はその約４分の１の

65人である。さらに、組合員のうちエコツアーの仕事に参加できるのは通常
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役員を含む７～8名程度であり、参加要請の声がかかるのは、英語がある程

度できて、観光客をもてなすことができる人々に限られる。しかし、これら

の能力以上に重要なのが役員との良好な関係である。また、声がかかるかど

うかはどこに住んでいるかということも関係する。組合はベイニナン集落の

農民が結成したものであるが、町と NGO が観光開発に深く関わっている事

から、町の条例でベイニナンだけではなく、ボログ集落、パトグン集落など、

村内の他集落の農民も参加できることになっている。しかし、下ナガカダン

と呼ばれるベイニナンと上ナガカダンと呼ばれるこれらの集落とは区別さ

れ、上ナガカダンのメンバーにはほとんど声がかからない。たとえば、上ナ

ガカダンのある農民は英語がある程度できて、ガイドをしたいという希望が

あるが、これまで一度も声がかかったことがない。参加できない上ナガカダ

ンのメンバーは、なぜ選ばれないのか疑問を持っている。また、組合員には

100ペソの入会金と年４回の定例会、緊急集会への参加が義務付けられてい

る。集会に遅刻すると20ペソの罰金、欠席すると150ペソの罰金が課される。

しかし、これらの出費や責任に対しての見返りが上ナガカダンのメンバーに

はまだない。エコツアーがあれば組合自体にも収入が入り、預金されるが、

そのお金がなぜメンバーに分配されないのかという不満が選ばれないメンバ

ーに起こることになる。これに関しては、今のところ組合長に問い合わせて

も明確な返答が返ってこない。

　四つ目の課題は、エコツアーからの収入が限定的で不安定であるというこ

とである。ナガカダンの農民はこれまで観光とは縁のない生活をしてきた。

しかし、エコツアーによって観光収入が入るようになったが、年間に300～

500人のグループしか訪れず、しかも、毎月観光客が来るわけではない。た

とえば2011年は８月までの時点で、団体観光客が来たのは１月と２月、６月

～８月であった。３～5月の３ヶ月間における観光収入はなかった。また、

ナガカダン村およびキアンガン町ではバナウェ町のような掃除人を雇うよう

なホテル、ロッジはなく、観光客相手の木彫りの仕事もない10）。したがって、
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現時点では観光からの収入は多くの農民の生活を向上させるまでには至って

いない。

６．おわりに

　本稿では、フィリピンのイフガオ州キアンガン村における社会変動に影響

を及ぼしてきたと考えられる７つの要因とその過程について述べてきた。こ

れらの要因のうち、４つの要因（教育、宗教、政府のシステム、商業）は主

に植民地時代に導入されたものであり、これらによりナガカダン村は昔の伝

統的な社会からは大きく変貌してしまった。それ以外の３つの要因（農業の

実践、人口移動、観光）は新しい要因であり、どちらかというとこれから大

きく社会を変貌させていくものである。これら３つの新しい要因の中で農業

の実践と観光には伝統への回帰という要素が含まれている。農業の実践では

低地米の栽培と機械化という合理主義に根ざした変化が進行している。一方

で、低地米栽培の弊害に気付き、土着米に戻ろうとする動きがある。観光で

はエコツアーが催行され、その観光資源として農業周期に則った伝統文化が

重要視されるようになった。観光における社会変動実現の主体は NGO（シ

ットモ）、町（観光課）、村、農民（ベイニナン農業組合）であり、観光業者

は加わっていない。従って利益追求型ではなく、地域の発展を目指すことが

基本となっている。ここに挙げた７つの要因の中で、観光は一番新しい要因

であり、バナウェのように無計画に観光発展が起こり、様々な矛盾を引き起

こしてきたことを教訓として、計画性のある観光開発が目指されている11）。

この観光における伝統への希求は教育にも影響を与えており、シットモは伝

統文化や知識をフォーマルな教育現場で伝えるプロジェクトを始めている。

観光がこれから発展していけば、人口移動にも影響を与えるだろう。人口流

出が抑えられ、耕作放棄地に農民が戻ってくる可能性がある。このように最

も新しい社会変動のメカニズムである観光は他の要因にも影響を与えるが、

その変化が農民にとって良いものになるかどうかは、ひとえに社会変動実現
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の主体であるシットモ、町、村、農民たち自身の行動にかかっているといえ

よう。
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注
１）貧困線以下とは家族または個人が基本的な食料と食料以外に必要なものを手に入れる

最低限の収入を得られない状態をさす（National Statistical Coordination Board 
2007）。

２）食料線以下とは家族または個人が基本的な食料の必要性、つまり、経済的に必要な、
また、社会的に望ましい身体的活動をするための栄養を満たすのに必要な食料を買う
収入が得られない状態をさす（National Statistical Coordination Board 2007）。

３）フィリピンの教育は、小学校が６年間の無償義務教育、４年間の中等教育（ハイスク
ール）、そして通常４年間の大学教育から成り立っている。大学の就学年数は専門の
分野では、たとえば看護学や工学などは５年、医学は６年となっている。また、大学
院教育もおこなわれている。 

４）2010年のキアンガン町における米の自給率は114.04%である（Municipality of Kiangan 
2009）。

５）ナガカダン村のある例では灌漑設備の建設は政府によって発注される。同建設に従事
する者の雇用条件は、昼１時間の休憩を含み朝７時から５時まで１日中働いて日給
250ペソ（約500円）である。なお、給与は労働終了後２週間しないと支給されない。

６） 特に、米の田植えや収穫の時期には、農民は農作業を優先するので人手が足りなくな
る。キアンガンの農民はバナウェの農民と異なり、農業をまだ主要な職業と考えてい
る。一方で、バナウェの農民、特に小作農は農業を副業のようにとらえている。

７）この数字は州レベルの統計である。この数字からバナウェに観光客が集中していると
いうことが理解できれば十分である。なぜなら、正確な数はわからないからである。
キアンガン町の観光担当職員は統計を取っていないので観光客の数はわからないとい
っていた。

８）シットモの最高経営責任者と町の観光担当職員は、共にイフガオ族で少数民族割り当
て枠によりフィリピン大学ディリマン校に入った校友である。　

９）キアンガン町のレストランは観光客に提供できるようなレベルではない。２つ食堂が
あるが、衛生面で問題があり、また、食事内容も限られている。他には、バーベキュ
ーとハンバーガーの屋台があるぐらいである。慣れない観光客が比較的安心して食べ
られるファーストフード・レストランはイフガオ州には一軒もない。 

10）キアンガン町には観光各相手に木彫りや織物を売る店は１つしかない。それは、シッ
トモの最高経営責任者が将来の観光発展を見越してサイドビジネスとして開いている
店で、キアンガンではお土産作りをしていないので、商品は近隣の町や村から仕入れ
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ている。シットモの連れて来る団体の観光客以外はあまり来ないので、いつもは地元
住民にアイスクリームを売る店として知られている。

11）ナガカダン村では棚田にバナウェのような景観破壊のコンクリートやバラックの家々
が乱立しないように、棚田に家を建てることを禁止する条例を施行している。


